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書
陵
部
蔵
『
新
撰
字
鏡
』
天
治
元
年
写
本
の
原
本
と
複
製
本

佐

々

木

勇

〇
、
本
稿
の
目
的

現
存
最
古
の
漢
和
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
る
『
新
撰
字
鏡
』
は
、「
倭
云
加
奈
戸
」

（

一
４
オ
７
）（
１
）
「
和
云
比
加
利
弖
留
」
（

一
４
ウ
１
）
等
の
和
訓
を
掲
載

21

22

す
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
）
に
一
三
五
八
例
、『
角

川
古
語
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）
に
も
六
一
一
例
引
用
さ
れ
て
い
る
（
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
の
「
用
例
（
全
体
）
」
と
「
用
例
（
出
典
情
報
）
」
検
索
と
に
依
る
）
。

『
新
撰
字
鏡
』
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
は
、
現
時
点
で
は
、
天
治
元
年
（
一
一

二
四
）
写
本
が
主
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（

函

架
）
。
こ
の
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
繰
り
返
し
書
写
さ
れ
、
そ
の

559

28

書
写
本
が
各
地
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
参
照
）
。
複
製
本

も
、
五
度
、
刊
行
さ
れ
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
現
存
最
古
の
天
治
元
年
写
本
原
本
と
そ
の
複

製
本
と
の
相
違
点
を
明
示
し
、
日
本
語
史
・
日
本
文
化
史
・
『
切
韻
』
・
『
玉
篇
』

・
『
一
切
経
音
義
』
等
の
研
究
に
本
書
を
活
用
す
る
際
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と

で
あ
る
。

一
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
原
本
と
複
製
本

１
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
原
本

書
陵
部
蔵
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
そ
の
全
頁
画
像
を
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
O
I
https://doi.org/10.20730/100290337

著
作I

D
4
5
6
8

統
一
書
名

新
撰
字
鏡
（
し
ん
せ
ん
じ
き
ょ
う
）
（S

h
i
n
s
e
n
j
i
k
y
o
u

）

現
在
の
公
開
画
像
は
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
巻
第
一
・
三
・
五
～
九

・
十
一
・
十
二
、
同
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
巻
第
二
・
四
・
十
が
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
（
２
）
。
巻
第
二
・
四
・
十
は
見
開
き
で
、
他
巻
は
一
頁
ず
つ
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
現
在
の
複
製
本
が
基
づ
く
写
真
は
、
一
九
一
六
年
以
前
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
は
そ
の
写
真
と
は

異
な
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
に
見
え
方
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
・
二
〇
〇
三
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お

け
る
公
開
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
十
八
日
～
二
十
二
日
の
間
で
あ
る
（
３
）
。
ま
た
、

二
〇
〇
三
年
の
写
真
撮
影
後
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
は
、
修
理
さ
れ
て
い

る
（
４
）
。

池
田
証
壽
・
李
媛
「
天
治
本
新
撰
字
鏡
全
文
テ
キ
ス
ト
構
築
の
方
法
と
課
題
」

（
「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
は
、

「
現
在
，
利
用
で
き
る
複
製
本
は
旧
複
製
と
新
複
製
の
二
種
類
で
あ
る
．
旧
複
製

は1
9
1
6

年
刊
行
の
複
製
本
と
そ
の
再
複
製
で
あ
り
，
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
．
新

複
製
は
宮
内
庁
書
陵
部
で
閲
覧
・
入
手
が
可
能
な
最
新
の
写
真
版
で
あ
る
．
こ
の
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新
複
製
に
よ
っ
て
旧
複
製
で
不
鮮
明
な
箇
所
が
明
瞭
に
判
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
．
ま
た
逆
に
，
欠
損
箇
所
が
修
理
状
況
に
よ
っ
て
，
字
画
が
判
読
し
に
く
く
な

る
場
合
も
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
旧
複
製
と
新
複
製
と
を
見
比
べ
て
本
文
内
容
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
．
」
（

頁
右
）
と
す
る
（
原
文
横
書
き
）
。

40

公
開
画
像
（
右
引
用
で
は
「
新
複
製
」
）
で
も
不
明
の
場
合
、
所
蔵
者
で
あ
る

宮
内
庁
書
陵
部
に
原
本
閲
覧
の
必
要
性
を
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
、
原
本
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
本
稿
の
筆
者
は
、
原
本
を
拝
見
し
た
）
。

２
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
複
製
本

公
刊
さ
れ
た
複
製
本
に
、
以
下
の
も
の
が
有
る
。

１
．
一
九
一
六
年
、
六
合
館
。

２
．
一
九
三
三
年
、
西
東
書
房
。

３
．
一
九
四
四
年
、
全
国
書
房
。(

古
典
索
引
叢
刊
３
）

４
．
一
九
六
七
年
、
臨
川
書
店
。
（
増
訂
版
）

５
．
一
九
九
三
年
、
團
結
出
版
社
。
（
『
辭
書
集
成
』
第

・

册
）

12

13

２
～
５
は
、
１
の
再
複
製
で
あ
る
（
複
製
本
１
・
２
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）
。

こ
の
複
製
本
１
の
再
複
製
（
２
～
５
）
の
う
ち
、
現
在
は
、
４
の
京
都
大
學
文

學
部
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
の
複
製
本
が
版
を
重
ね
て
お
り
入
手
し
や
す
い
た

め
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
『
角
川
古
語
大

辞
典
』
と
も
、
こ
の
臨
川
書
店
刊
の
複
製
本
４
に
基
づ
い
て
い
る
（
５
）
。

２
．
１
．
一
九
一
六
年
刊
六
合
館
の
複
製
本

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
初
の
複
製
本
１
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
六

合
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

大
槻
文
彦
に
よ
る
「
発
刊
ノ
辞
」
巻
頭
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
撰
字
鏡
十
二
巻
ハ
僧
昌
住
ガ
醍
醐
天
皇
昌
泰
年
間
ニ
撰
セ
シ
我
國
最
古
ノ

字
書
ニ
シ
テ
國
語
學
上
稀
ニ
見
ル
貴
重
ナ
ル
典
籍
タ
リ
。
此
書
中
古
湮
晦
シ

テ
知
ラ
レ
ザ
リ
シ
ガ
近
世
ニ
至
リ
村
田
春
海
京
都
ノ
書
肆
ニ
テ
始
メ
テ
ソ
ノ

抄
録
本
一
巻
ヲ
得
テ
ヨ
リ
凡
古
語
ヲ
論
ズ
ル
學
者
ノ
之
ニ
據
ラ
ザ
ル
ハ
ナ

シ
。
然
レ
ド
モ
其
十
二
巻
ノ
完
キ
モ
ノ
世
ニ
存
ス
ル
カ
否
カ
ハ
知
ラ
レ
ザ
リ

キ
。
然
ル
ニ
京
都
ノ
人
鈴
鹿
連
胤
氏
文
政
年
中
其
天
治
年
間
古
寫
ノ
零
本
二

巻
ヲ
得
、
安
政
三
年
攝
津
ノ
人
岸
田
氏
ノ
同
ジ
天
治
古
寫
ノ
本
十
巻
ヲ
蔵
ス

ル
コ
ト
知
ラ
レ
タ
リ
。
之
ニ
依
テ
十
二
巻
ノ
天
治
古
寫
本
完
備
シ
テ
昌
住
ノ

原
著
ノ
面
目
𠑊𠑊
ト
シ
テ
今
日
ニ
傳
ハ
レ
リ
。
明
治
十
三
年
ニ
至
リ
テ
鈴
鹿
氏

ノ
本
岸
田
氏
ノ
本
共
ニ
東
京
帝
室
博
物
館
ニ
獻
納
セ
ラ
レ
現
ニ
同
館
ニ
蔵
セ

ラ
ル
。

本
書
最
初
の
複
製
本
１
刊
行
時
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
全
十
二
巻
は
、
東
京

帝
室
博
物
館
の
蔵
本
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
複
製
本
１
の
巻
末
に
、
大
槻
文
彦
の
左
の
文
章
が
あ
る
（
一
九
三
三

年
の
複
製
本
２
で
は
、「
新
撰
字
鏡
刊
行
の
顛
末
」
と
題
さ
れ
る
。
傍
線
引
用
者
）
。

就
テ
着
手
セ
シ
ニ
原
本
ニ
蝕
處
ノ
甚
ダ
多
キ
ヲ
見
出
シ
タ
リ
。
然
ル
ニ
故
木

村
大
人
ノ
安
政
年
中
ニ
影
寫
シ
置
カ
レ
シ
モ
ノ
蝕
處
ノ
數
遙
ニ
少
シ
。
蓋
シ

今
ノ
原
本
ノ
蝕
處
ハ.

多
ク
ハ
安
政
ヨ
リ
明
治
十
三
年
博
物
館
獻
納
ニ
至
ル

マ
デ
ニ
生
ジ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
エ
タ
リ
。
因
テ
木
村
大
人
ノ
嗣
子
正
氏
ニ
影
寫

本
ヲ
借
リ
テ
原
本
ノ
蝕
處
ノ
大
部
分
ヲ
補
写
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。
但
シ
木
村

本
ニ
モ
往
々
誤
写
ア
リ
。
是
等
ハ
原
本
ニ
據
テ
正
シ
、
又
博
物
館
御
蔵
ノ
雙

鉤
本
ニ
ヨ
リ
テ
正
ス
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
モ
ア
リ
。
又
巻
四
ノ
如
キ
ハ
原
本
ノ
紙

面
變
色
甚
シ
ク
シ
テ
撮
影
三
回
ニ
及
ビ
ハ
ジ
メ
テ
製
版
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ

リ
。
非
常
ナ
ル
手
数
ヲ
要
シ
タ
レ
ド
（
是
等
ノ
事
ニ
就
テ
ハ
知
友
山
田
孝
雄

氏
其
労
ニ
服
セ
ラ
レ
タ
リ
。
）
原
本
ノ
真
面
目
ヲ
全
ウ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル

ハ
主
ト
シ
テ
木
村
大
人
ノ
賜
ナ
リ
。

す
な
わ
ち
、
最
初
の
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
複
製
本
は
、
原
本
の
虫
損
が
進
ん
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で
い
た
た
め
、
安
政
六
年
の
木
村
正
辞
転
写
本
を
参
照
し
て
補
写
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
木
村
正
辞
転
写
本
の
誤
写
を
、
「
博
物
館
御
蔵
ノ
雙
鉤
本
」
に
依
っ

て
正
し
た
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
２
以
下
の
複
製
本
が
基
づ
く
一
九
一
六
年
刊

六
合
館
複
製
本
１
に
は
、
複
製
者
の
補
筆
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
は
、
天

治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
と
複
製
本
１
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

２
．
２
．
木
村
正
辞
転
写
本

木
村
正
辞
転
写
本
「
安
政
六
年
八
月
戊
戌
朔
欟
齋
木
村
正
辭
識
」
の
奥
書
は
、

１
一
九
一
六
年
刊
六
合
館
複
製
本
の
巻
末
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
翻
刻
さ
れ
る
「
安
政
二
年
乙
卯
十
有
二
月

中
臣
朝
臣
連
胤
」
「
安
政
四
年

丁
已
二
月
」
「
安
政
五
年
秋
七
月
下
旬

藤
原
春
村
」
の
本
奥
書
も
、
木
村
正

辭
転
写
本
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
安
政
六
年
八
月
戊
戌
朔

欟
齋
木
村
正
辭
識
」
奥
書
を
持
つ
天
治
本
の

転
写
本
は
、
現
在
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（

函

架3
5
0
2

番
）
、

43

39

所
定
の
手
続
き
に
よ
っ
て
閲
覧
で
き
る
。

２
．
３
．
東
京
国
立
博
物
館
蔵
雙
鉤
本

『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』
と
し
て
、
「
享

和
三
版
（
考
異
を
付
す
、
二
冊
）
」
し
か
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。

東
京
国
立
博
物
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
『
新
撰
字
鏡
』
（
博
物
館
御
蔵

ノ
雙
鈎
本
）
は
、
「
新
撰
字
鏡

小
平
狭
山
摸
写
」
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

当
館
に
て
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
の
御
回
答
を
い
た
だ
い
た
（
二
〇
二
三
年

九
月
二
一
日
）
。
た
だ
し
、
状
態
が
悪
い
た
め
、
撮
影
・
閲
覧
と
も
不
可
能
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
。

二
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
と
複
製
本
と
の
相
違
点

１
．
『
新
撰
字
鏡
篇
立
』
巻
頭
の
五
十
音
図

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
ま
た
は
原
本
を
見
て
先
ず
気
づ
く
の
は
、
『
新

撰
字
鏡
篇
立
』
の
表
紙
に
続
く
「
法
隆
寺
／
一
切
経
」
墨
印
が
押
さ
れ
た
遊
び
紙

（h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
k
u
s
h
o
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
1
0
0
2
9
0
3
3
7
/
6
?
l
n
=
j
a

）
の
上
に
、

五
十
音
図
を
記
し
た
別
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
墨
書
五
十
音
図
の
下

に
は
、
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
の
表
紙
見
返
書
込
等
で
知
ら
れ
る
「
軽

重
清
濁
依
上
字
／
平
上
去
入
依
下
字
」
の
文
言
（
６
）

が
朱
で
書
か
れ
て
い
る
。

後
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、
複
製
本
で
は
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
仮
名
字
体
は
古
体
を
留
め
、
「
ア
ヰ
（
［
右
傍
］
イ
）

ウ
エ
ヲ
」
「
ヤ
ヰ

ユ
ヱ
ヨ
」
「
ワ
ヰ
ウ
ヘ
（[

左
傍
エ
）

オ
」
と
あ
っ
て
、
五
十
音
図
の
歴
史
上
、
注
目

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

２
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
お
よ
び
公
開
画
像
で
見
え
る
本
文

複
製
本
で
は
見
え
な
い
文
字
が
、
公
開
画
像
で
は
読
め
る
も
の
が
あ
る
。
左
に

若
干
例
を
挙
げ
る
（
以
下
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
を
「
原
本
画
像
」
、

六
合
館
複
製
本
１
の
影
印
を
「
複
製
本
」
と
呼
ぶ
）
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一
９
ウ
８
）

32

右
の
原
本
画
像
で
は
、
反
切
下
字
「
遙
」
が
判
読
可
能
で
あ
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一

オ
１
）

33

10
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原
本
画
像
で
あ
れ
ば
、
反
切
の
下
「
迹
」
を
推
読
可
能
で
あ
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一

ウ
５
）

40

13

注
文
最
後
の
「
ヽ
（
也
）
」
が
複
製
本
で
は
消
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
と
判
断
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
行
「･

〈
補
各
反
／
脅
ヽ
（
也
）
〉
」
（

一

ウ
６
）
の

40

13

「
ヽ
（
也
）
」
も
、
複
製
本
で
は
消
さ
れ
て
い
る
。

３
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
お
よ
び
公
開
画
像
で
見
え
る
符
号

右
の
ご
と
く
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
虫
損
が
多
い
た
め
、
複
製
本
で
は

そ
れ
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
行
間
・
欄
外
等
へ
の

書
き
込
み
の
挿
入
箇
所
を
示
す
補
入
符
や
、
順
序
を
入
れ
替
え
る
転
倒
符
な
ど
に
、

消
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

３
．
１
．
補
入
符

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一

オ
７
）

39

13

右
で
は
、
「
膮
」
の
上
に
補
入
符
を
書
き
入
れ
、
右
傍
に
肉
月
の
異
体
字
を
補

入
し
た
上
で
、
注
文
最
初
に
「
二
」
を
書
き
足
し
て
い
る
（
「
二
虎
堯
反
豕
肉
臛

同
爲
／
乃
肉
乃
阿
豆
毛
乃
丶
」
）
。
複
製
本
で
は
補
入
符
が
消
さ
れ
た
た
め
、「
二
」

の
意
味
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

〇
原
本
画
像
（

五

オ
２
）

原
本
画
像
（

五

オ
３
）

301

20

301

20

原
本
に
は
、
２
行
目
「
壘
」
の
注
文
下
に
、
次
行
頭
「
壘
」
（
異
体
字
）
を
挿

入
す
る
意
味
の
符
号
（
―
―
〇

）
が
存
す
る
。
こ
れ
が
複
製
本
で
は
見
え
な
い
。
こ

の
補
入
符
が
無
い
と
、
字
体
注
の
意
味
が
不
明
と
な
る
。

〇
原
本
画
像
（

五

ウ
３
）

原
本
画
像
（

五

ウ
０
）

312

25

312

25

右
は
、
本
行
補
入
符
は
複
製
本
で
も
見
え
る
も
の
の
、
紙
右
端
に
記
入
さ
れ
た

四
字
一
字
目
左
の
補
入
符
（
〇
―
―

）
が
複
製
本
で
は
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
何

を
補
入
す
る
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。

な
お
、
複
製
本
３
ま
で
は
見
え
、
複
製
本
４
で
は
消
え
て
い
る
補
入
符
も
有
る
。

〇
複
製
本
１

複
製
本
４
（

一

ウ
１
）

40

13

右
の
と
お
り
、
利
用
者
が
多
い
複
製
本
４
で
は
、
補
入
符
の
－
が
見
え
な
い
。

３
．
２
．
転
倒
符

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十

ウ
８
）

590

12
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右
は
、
複
製
本
で
対
応
す
る
転
倒
符
が
消
え
た
例
で
あ
る
。
「
扳
」
右
の
転
倒

符
が
消
さ
れ
た
た
め
、
「
椿
」
の
上
に
何
が
入
る
の
か
が
不
明
と
な
っ
た
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

ウ
８
）

670

17

原
本
の
補
入
符
に
従
え
ば
、
注
文
は
、
「
麁
臥
反
去
折
也
削
角
也
斫
也
碎
也
」

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
複
製
本
で
は
注
文
「
削
角
也
」
下
の
補
入
符
と
「
斫
也
」

右
の
線
が
消
え
て
い
る
た
め
、
補
入
符
記
入
者
の
順
序
変
更
指
示
が
伝
わ
ら
な
い
。

補
入
符
記
入
者
は
、「
剉
」
の
注
文
と
し
て
、「
折
」
の
次
に
、『
玉
篇
』
注
文
「
去

芒
角
也
」
に
当
た
る
「
削
角
也
」
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
若
干
例
を
挙
げ
た
。
な
お
、
複
製
本
１
で
は
見
え
る
転
倒
符
が
現
在
最

も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
複
製
本
４
で
は
見
え
な
い
例
も
存
す
る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
（
７
）
。

３
．
３
．
見
消
符

見
消
（
み
せ
け
ち
）
符
号
も
虫
損
に
見
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
複
製
本
で
消

さ
れ
た
例
が
有
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一
２
オ
１
）

17

原
本
は
、
「
畢
」
を
見
消
と
し
、
「
竟
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、

大
東
急
本
・
享
和
本
・
群
書
類
従
本
の
抄
録
本
も
、
「
畢
」
で
は
な
く
、
「
竟
」

で
あ
る
。
「
複
製
本
」
で
は
見
消
符
が
消
さ
れ
た
た
め
、
「
畢
」
と
「
号
」
と
の

間
に
「
竟
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
８
）
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一
３
オ
１
）

19

右
の
「
讀
」
は
、
原
本
で
見
消
に
さ
れ
て
い
る
。
複
製
本
４
の
頭
注
に
も
、
抄

録
本
と
の
異
同
と
し
て
こ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
治
本
で
も
見
消
文

字
を
除
け
ば
、
抄
録
本
と
同
じ
「
而
至
作
及
讀
皆
同
也
」
の
本
文
と
な
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一

ウ
６
）

34

10

「
肪
」
に
「
囊
也
」
の
注
は
合
わ
な
い
。
前
行
「
脬
」
の
注
文
「
尿
囊
也
」
の

影
響
で
あ
ろ
う
か
。
原
本
で
は
、
注
文
の
「
嚢
也
」
を
消
し
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
き
例
が
存
す
る
た
め
、
原
本
画
像
を
併
せ
見
る
必
要
が
あ
る
。

４
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
お
よ
び
公
開
画
像
で
見
え
る
訓
点

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
記
入
さ
れ
た
和
訓
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
抄
出
本

も
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
複
製
に
際
し
て
、
山
田
孝
雄
『
新
撰
字
鏡
攷
異
』
（
一
九

一
六
年
、
六
合
館
）
の
「
新
撰
字
鏡
索
引
」
、
『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』(

古
典
索

引
叢
刊
第
４
、
一
九
五
八
年
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室)

で
、

蒐
集
・
整
理
も
な
さ
れ
た
。

山
田
孝
雄
「
新
撰
字
鏡
索
引
」
は
、
「
和
訓
ヲ
天
治
本
享
和
板
本
ニ
通
ジ
テ
纂

メ
五
十
音
順
ニ
排
列
シ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
「
片
仮
名
ニ
テ
天
治
頃
ノ
人
ノ
加

ヘ
シ
訓
」
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
「
例
言
」
、
参
照
）
。
た
だ
し
、
「
和
訓
」
を

対
象
と
す
る
索
引
で
あ
る
た
め
、
「
色

」
（

三
２
オ
７
）
の
よ
う
な
字
音
は
、

シ
イ
ク

153

対
象
外
で
あ
る
。
最
初
に
挙
が
る
片
仮
名
和
訓
は
、
「
誘
」
（

三

ウ
８
）
の

172

11
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「
ア
サ
ム
ク
」
で
あ
る
（
左
の
画
像
、
参
照
）
。

こ
の
山
田
「
新
撰
字
鏡
索
引
」
や
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
『
新

撰
字
鏡
国
語
索
引
』
・
同
『
天
治
本
享
和
本
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』
（
増
訂
再
版
、

一
九
七
五
年
）
は
有
益
で
あ
り
、
活
用
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
特
に
区
別
す
る
必

要
が
無
い
限
り
こ
れ
ら
三
本
を
ま
と
め
て
「
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
」
と
呼
ぶ
）
。

し
か
し
、
原
本
と
照
合
す
る
と
、
和
訓
の
漏
れ
や
、
判
読
の
誤
り
が
存
す
る
。

以
下
、
そ
れ
を
掲
げ
る
。

４
．
１
．
仮
名
訓
注

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

三

ウ
８
）

172

11

原
本
画
像
で
は
、「
誘
」
の
左
に
「
コ
シ[

ラ]

□
」
が
見
え
る
。
観
智
院
本
『
類

聚
名
義
抄
』
（
法

頁
６
行
２
段
）
に
「
コ
シ
ラ
フ
」
と
掲
出
さ
れ
る
訓
で
あ
ろ

58

う
。
こ
れ
が
複
製
本
で
は
消
え
て
い
る
た
め
、
「
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
」
に
も
採

ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
右
訓
「
サ
ソ
フ
」
下
の
「
ア
サ
ム
ク
」
の
「
ム
ク
」
は
、
現
状
で
は
、

補
修
紙
の
た
め
、
極
め
て
薄
く
見
え
る
。
木
村
正
辭
転
写
本
は
、「
ム
ク
」
の
「
ク
」

の
虫
損
を
写
す
。
複
製
本
は
、
こ
れ
を
参
照
し
て
、
補
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

三

ウ
６
）

174

12

「
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
」
は
、
「
誑
」
の
左
訓
を
「
タ
ラ
サ
ス
」
と
す
る
。

し
か
し
、
原
本
画
像
か
ら
、
「
タ
ラ
カ
ス
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
複
製

本
は
、
左
訓
「
カ
」
右
肩
の
虫
損
が
黒
く
映
っ
て
い
る
た
め
、
「
新
撰
字
鏡
国
語

索
引
」
は
「
サ
」
と
判
読
し
た
。

た
だ
し
、
木
村
正
辭
転
写
本
は
、
こ
の
左
訓
を
写
し
て
い
な
い
。
他
の
転
写
本

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（

-

１
）
、
内
閣
文
庫
蔵
黒
川
春
村
摸
写
本
（

-0060

）
、

118

208

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
本
）
に

お
い
て
も
写
さ
れ
て
い
な
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
は
、
一
八
六
二
年

刊
『
色
深
狭
睡
夢
』
を
「
た
ら
か
す
（
誑
）
」
の
最
古
例
と
し
て
い
る
。
左
訓
「
タ

ラ
カ
ス
」
は
、
原
本
で
も
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
後
筆
の
可
能
性
が
存
す
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一
オ
８
）

右
例
は
、
本
書
巻
第
十
一
の
巻
末
「
不
空
羂
索
神
呪
心
経
序
」
中
の
訓
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
「
不
空
羂
索
神
呪
心
経
序
」
の
天
治
元
年
頃
の
訓
点
本
と
し
て
貴

重
で
あ
り
、
小
林
芳
規
『
平
安
時
代
の
仏
書
に
基
づ
く
漢
文
訓
読
史
の
研
究
Ⅵ

伝
承
と
伝
播
』
（
二
〇
一
六
、
汲
古
書
院
）
八
二
頁
以
降
に
訓
点
に
、
基
づ
く
訓

読
文
が
、
訓
点
加
点
諸
本
と
比
較
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
小
林
の
訓
読
文
で
は
、

旧
所
蔵
に
基
づ
き
「
法
隆
寺
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
。
そ
の
小
林
の
訓
読
文
で

は
、
右
の
箇
所
に
？
を
付
し
て
（
リ
）
を
補
読
し
て
い
る
。

し
か
し
、
原
本
画
像
で
あ
れ
ば
、
「
受
（
け
）
タ
リ
」
の
「
リ
」
の
残
画
が
見

え
る
。

以
下
、
「
不
空
羂
索
神
呪
心
経
序
」
中
の
例
は
、
小
林
の
訓
読
文
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
訓
点
を
挙
げ
る
。
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〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一
ウ
７
）

原
本
画
像
で
は
、
「
藉
」
の
下
に
「
ノ
」
の
残
画
が
見
え
る
。

セ
キ

４
．
２
．
仮
名
音
注

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

一

ウ
７
）

56

21

複
製
本
で
は
、
反
切
上
字
「
丘
」
の
仮
名
音
注
「
ク
」
が
消
え
て
い
る
。

〇
「
殪
」
（

十
一
７
オ
２
）
は
、
複
製
本
で
は
、
振
り
仮
名
が
「
エ
」
に
見
え

エ
イ

649

な
い
。
原
本
画
像
を
参
照
頂
き
た
い
。

４
．
３
．
声
点

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
９
ウ
７
）

584

「
抽

(

入)

」
。
複
製
本
で
は
、
入
声
点
が
消
え
て
い
る
。

チ
ク[

左]

モ
ト
ホ
ル

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

ウ
６
）

666

15

「
剖(

上)
(

去)

」
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』
安
政
六
年
写
本
で
も
、

ホ
ウ

上
声
点
・
去
声
点
が
写
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
複
製
本
で
は
、
上
声
点
・
去
声
点
と
も
消
さ
れ
て
い
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十

オ
８
）

593

14

複
製
本
で
は
、
去
声
点
が
つ
ぶ
れ
、
認
定
困
難
で
あ
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

オ
３
）

719

42

右
は
、
「
不
空
羂
索
神
呪
心
経
序
」
中
の
例
で
あ
る
。
複
製
本
で
は
、
去
声
点

で
あ
る
こ
と
が
判
然
と
し
な
い
。
小
林
の
訓
読
文
で
も
、
声
点
を
認
め
て
い
な
い
。

こ
れ
が
去
声
点
で
あ
る
こ
と
は
、
原
本
で
確
認
し
た
。
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〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

ウ
１
）

720

42

「
極
」
に
は
、
上
声
点
と
入
声
軽
点
と
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
入
声
軽
点
は
、

複
製
本
の
ほ
う
が
む
し
ろ
確
認
し
や
す
い
。
し
か
し
、
小
林
の
訓
読
文
で
入
声
軽

点
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

ウ
７
）

720

42

こ
の
「
極
」
に
も
、
入
声
軽
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
複
製
本
で
認

識
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
小
林
の
訓
読
文
に
は
記
載
が
無
い
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

オ
３
）

721

43

「
莫(

入)

晰(

去)

」
と
両
字
に
声
点
加
点
が
あ
る
。
複
製
本
で
は
、
「
晰
」
へ
の

去
声
点
加
点
が
不
審
で
あ
る
た
め
か
、
こ
れ
の
み
削
除
さ
れ
て
い
る
。
小
林
の
訓

読
文
に
は
、
両
声
点
と
も
記
載
が
無
い
。

〇
敦(

平)
(

去)

〈
正
都(

平
軽)

豚

(

去)

反
〉
（

十
一
３
オ
７
）

ト
ン

ト

サ
イ[

マ
マ]

641

右
の
字
音
点
も
、
特
に
声
点
が
複
製
本
で
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
本
項
で
指

摘
す
る
。
原
本
画
像
を
ご
確
認
頂
き
た
い
。

〇
「
群(

平)

藉(

入
軽
）
」
（

十
一

ウ
７
）
（
先
掲
）
の
「
藉
」
に
は
、
原
本
画

鬼
ン

セ
キ

セ
キ

720

42

像
で
も
認
識
が
難
し
い
も
の
の
、
入
声
軽
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
入
声
軽

点
は
、
原
本
で
確
認
し
た
。

一
方
、
原
本
の
虫
損
が
声
点
の
よ
う
に
見
え
る
例
も
存
す
る
。
左
に
記
す
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

オ
１
）

721

43

「
所
」
字
左
下
に
平
声
点
の
ご
と
く
複
製
本
に
残
っ
て
い
る
点
が
虫
損
で
あ
る

こ
と
は
、
原
本
で
確
認
し
た
。
複
製
本
は
、
こ
の
よ
う
な
虫
損
の
大
部
分
を
見
え

な
い
よ
う
に
処
理
し
た
（
９
）
。
右
は
、
そ
の
虫
損
が
残
っ
た
例
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
小
林
の
訓
読
文
で
は
、
平
声
点
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

左
二
例
も
、
そ
の
類
例
で
あ
る
（

）
（
傍
線
は
引
用
者
）
。

10

〇
晏
〈
烏
安
反
亦
作
宴
〉
（

一
７
ウ
８
）

28

「
宴
」
左
下
虫
損
が
、
平
声
点
の
よ
う
に
見
え
る
。

〇･

〈
伹
洽
反
〉
（

一

オ
２
）

69

28

「
洽
」
右
下
虫
損
が
、
入
声
点
の
よ
う
に
見
え
る
。

４
．
４
．
返
点

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

オ
７
）

719

42

複
製
本
で
は
、
「
羂
ヲ(

返)

擲
ケ
テ
」
の
返
点
が
消
え
て
い
る
。
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４
．
５
．
待
点

同
じ
く
、
本
書
巻
第
十
一
巻
末
「
不
空
羂
索
神
呪
心
経
序
」
の
訓
点
に
、
待
点

（
ま
ち
て
ん
）
と
呼
ば
れ
る
漢
字
左
中
央
の
点
が
あ
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

十
一

オ
８
）

719

42

複
製
本
で
は
、
「
玄
（
に
）
會
（
せ
）(

返)

不
ト
イ
フ
コ
ト
（
待
）

罔
（
し
）
。
」

の
「
不
」
の
左
中
央
に
打
た
れ
た
待
点
が
見
え
な
い
。
こ
の
待
点
は
、
「
罔
」
に

返
る
前
に
「
不
」
を
読
む
こ
と
を
示
す
符
号
で
あ
る
。

５
．
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
複
製
本
で
補
わ
れ
た
本
文

５
．
１
．
巻
第
四
の
変
色
箇
所
・
欠
損
箇
所

複
製
本
１
に
大
槻
文
彦
が
「
巻
四
ノ
如
キ
ハ
原
本
ノ
紙
面
變
色
甚
シ
ク
」
と
記

し
た
と
お
り
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
公
開
画
像

～

ま
で
の
巻
第
四
は
、

191

221

全
巻
の
下
部
が
大
き
く
変
色
し
て
い
る
。
濁
水
を
被
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
色
の
差
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
撮
影
三
回
」
に
及
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
巻
第
四
に
は
、
複
製
に
当
た
っ
て
の
補
筆
も
比
較
的
多
く
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
巻
頭
三
行
目
下
「
食
部
」
に
続
く
文
字
や
四
行
目
・
五
行
目
末

が
原
本
画
像
で
は
全
く
見
え
な
い
。
そ
れ
が
複
製
本
で
は
、
左
の
よ
う
に
補
わ
れ

て
い
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（2

0
9

四
１
オ
３
）

ま
た
、
巻
第
四
２
オ
３
行
目
最
下
に
「
終
」
が
有
る
。
こ
れ
と
、
次
行
の
注
文

も
、
現
在
の
書
陵
部
蔵
原
本
で
は
見
え
な
い
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

四
２
オ
３
・
４
）

211

こ
れ
ら
は
、
木
村
正
辭
転
写
本
で
は
、
複
製
本
１
の
ご
と
く
に
転
写
さ
れ
て
い

る
。
複
製
本
１
は
、
こ
れ
に
依
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
降
も
、
同
様

で
あ
る
。

な
お
、
本
巻
は
、
複
製
本
４
の

頁
・
二
三
丁
以
降
、
見
開
き
中
央
下
部
が
欠

253

損
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
も
木
村
正
辭
転
写
本
で
は
本
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。
複

製
本
は
、
こ
の
箇
所
の
本
文
も
木
村
正
辭
転
写
本
に
基
づ
い
て
補
っ
て
い
る
。

５
．
２
．
巻
第
四
以
外
の
欠
損
箇
所

巻
第
四
以
外
の
巻
に
お
い
て
も
、
虫
損
箇
所
等
を
複
製
本
が
補
写
し
た
た
め
、

原
本
と
複
製
本
と
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
の
若
干
を
記
す
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

六

ウ
７
）

358

20

原
本
で
、「
□
也
」
は
、「
潬
」
の
左
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
複
製
本
で
は
、「
止

千
反
」
の
す
ぐ
隣
に
「
也
」
の
み
記
さ
れ
る
。
虫
損
の
□
は
、
木
村
正
辭
転
写
本

に
お
い
て
も
虫
損
と
し
て
写
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
虫
損
は
、
全
巻
に
亘
る
。
特
に
、
巻
第

七
以
降
の
虫
損
は
お
び
た
だ
し
い
。

天
治
本
原
本
に
お
け
る
右
の
ご
と
き
変
色
・
欠
損
を
、
現
複
製
本
は
、
木
村
正

辞
転
写
本
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
蔵
雙
鉤
本
に
依
っ
て
補
写
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
木
村
正
辞
本
お
よ
び
東
博
本
は
転
写
本
で
あ
る
た
め
、
写
す
際
の
誤
り
は
免

れ
な
い
。
現
複
製
本
は
、
そ
の
よ
う
な
両
本
に
基
づ
く
複
製
本
編
者
の
補
筆
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
複
製
本
利
用
者
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
む
す
び

以
上
、
『
新
撰
字
鏡
』
天
治
元
年
写
本
の
原
本
と
そ
の
複
製
本
と
の
相
違
点
を

明
示
し
、
本
書
活
用
上
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
紙
幅
の
許
す

範
囲
で
具
体
例
を
掲
げ
た
。

現
代
を
生
き
る
我
々
は
、
本
書
複
製
本
を
作
成
・
公
刊
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
人

の
御
苦
労
に
感
謝
し
、
原
本
画
像
を
利
用
で
き
る
幸
福
を
享
受
し
つ
つ
、
言
葉
の

大
海
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
１
）
『
天
治
本
享
和
本
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』(

一
九
五
八
年
、
臨
川
書
店)
の
所
在
表
示

に
倣
い
、
本
稿
に
お
け
る
用
例
所
在
を
こ
の
よ
う
に
示
す
。

は
現
在
最
も
多
く
使

21

用
さ
れ
て
い
る
一
九
六
七
年
刊
・
臨
川
書
店
複
製
本
４
の
頁
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

予
定
さ
れ
て
い
た
索
引
検
索
の
た
め
に
複
製
本
３
（
一
九
四
四
年
、
全
国
書
房
）
に

付
さ
れ
た
頁
数
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
続
け
て
、
巻
数
・
丁
数
・
表
裏
・
行

数
を
示
す
。
各
巻
の
丁
数
は
、
一
九
一
六
年
の
六
合
館
複
製
本
が
付
し
た
丁
数
で
あ

り
、
以
後
す
べ
て
の
複
製
本
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
２
）
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
図
書
寮
文
庫
出
納
係
か
ら
お
教
え
頂
い
た
。

（
３
）
国
文
学
研
究
資
料
館
か
ら
お
教
え
頂
い
た
。

（
４
）
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
図
書
寮
文
庫
出
納
係
か
ら
お
教
え
頂
い
た
。

（
５
）
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
「
主
要
出
典
一
覧
」
と
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
「
主

要
依
拠
本
一
覧
」
に
依
る
。
な
お
、
最
新
の
複
製
本
５
は
、
縮
刷
本
で
あ
り
、
摺
り

も
良
く
な
い
。

（
６
）
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研

究
』
（
二
〇
〇
九
年
、
汲
古
書
院
）
研
究
篇

頁
以
降
、
参
照
。

733

（
７
）
た
と
え
ば
、
「
篇
立
」
の
「
数
字
部
五
十
六
百
」
（

篇
立
５
オ
３
）
は
、
原
本
で

11

は
転
倒
符
に
よ
っ
て
「
百
五
十
六
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
複
製
本
１
・
２
は
そ
の

転
倒
符
を
複
製
し
て
い
る
も
の
の
、
複
製
本
４
で
は
、
「
百
」
の
右
の
転
倒
符
が
消
え

て
い
る
。

（
８
）
大
槻
信
「
『
新
撰
字
鏡
』
の
序
文
を
読
む
―
信
州
大
学
日
本
語
学
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
講

演
記
録
―
」
（
「
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
」
８
―
２
，
二
〇
二
一
年
九
月
）
、
参
照
。

（
９
）
た
と
え
ば
、
左
は
、
原
本
画
像
で
は
、
「
辮
」
に
平
声
点
の
よ
う
な
〇
が
見
え
る
。

〇
原
本
画
像

複
製
本
（

四
２
オ
６
）

211

複
製
本
で
は
、
そ
れ
が
見
え
な
い
。
原
本
確
認
す
る
と
、
虫
損
で
あ
っ
た
。

（

）
そ
の
他
、
「
期
〈(

略)

阿
比
牟
須
比
波
加
留
〉
」
（

一
９
ウ
５
）
の
「
須
」
の
右
横

10

32

に
虫
損
が
残
る
例
な
ど
が
有
る
。

（
広
島
大
学
）


